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学校法人三幸学園 

名古屋ウェディング＆ブライダル専門学校 

校長 古渕 泰弘 殿 

 

学校関係者評価委員会 

委員長 大塚 淳夫 

 

 

学校関係者評価委員会実施報告 

 

2023 年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員 

① 大塚 淳夫   （有限会社ビバーチェ 代表取締役） 

② 大橋 ユカリ （CANOW 代表取締役） 

③ 横矢 翔吾  （飛鳥未来きぼう高等学校 名古屋キャンパス長） 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 2024 年 5 月 30 日（会場 名古屋ウェディング＆ブライダル専門学校 応接室） 

 

３ 学校関係者委員会報告 

 以下「自己評価・学校関係者評価報告書」に学校関係者評価委員会コメントとして記載 

 

以上 

 

 

  



 

2023 年度 学校法人 三幸学園 名古屋ウェディング＆ブライダル専門学校 

 自己評価ならびに学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 山内 朝子 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 大塚淳夫 

 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変える」

のもと、ウェディング分野の学校として「最幸の結婚式を通じて、日本そして世界の家族を明るく元気にする」という

ビジョンを掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、ウェディング分野として「最幸の結婚式を創り上げることを通じて、新郎・新婦だけ

でなく、その家族、その人生も幸せにできるＮｏ．１のプランナー・コーディネーターとなる人材」を育成する人物像と

し、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。   

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

・主体性を育む教育 

・退学率の低減 

・検定合格率の向上 

・掃除、挨拶の徹底 

 

退学率は 2022 年度と比べると 2023 年度は若干増加した。その要因として、学校や業界のモチベーションダウン

による目的喪失や人間関係からの目的喪失が多く、個別に対応をしたが、一度、目的喪失になると再度やる気を

復活させることは難しく、今年度は目的喪失になる前にしっかりとフォローをしていきたいと考えている。 

掃除・挨拶は月間目標として取組み、教員・生徒ともに意識ができると行動につながり、成果が出ていたので、継

続して取り組んでいきたい。 

 

② 学校関係者評価委員会コメント 

大塚委員（ブライダルヘアメイク＆ドレス科について）：退学率が増加したことは、残念であるが今年はしっかりと前も

ってフォローして退学率減に取り組んでいただきたい。 

大橋委員（ウェディングプランナー科について）：社会に出る際に、気持ちよい挨拶はとても重要になってくるが、名

古屋ウェディング＆ブライダル専門学校の生徒さんは、みなさん気持ちよい挨拶ができるので継続して取り組んで

いただきたい。  

 

 

 

 



 

３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

学校の理念や目的・人材育成像に関しては生徒にはスタートアッププログラムで周知が出来て、保護者に関しても

新入生保護者会にて、しっかりとお伝えしており、保護者より教育理念を理解できたと感想もいただいており問題は

ないと感じている。 

また、全国でも育成人材像（ディプロマポリシー）として発信されている為、意識統一できていると思うので、特に問

題なし。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適正に運営をしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

山内副校長：昨年度より人材育成体系が発信され、時期に合わせた育成軸に沿って卒業時までに力をつけていく

ものになるので、生徒にいつ、何を、どうして、これを身に付けるのかなど、意図がしっかりと伝わり、教員が意図を

理解して指導できるように継続していきたい。 

大塚委員（ブライダルヘアメイク＆ドレス科について）・大橋委員（ウェディングプランナー科について）・横矢委員： 

問題ない、引き続き適正な運営を希望する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） ４ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか ４ 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ４ 



 

（２）学校運営 

① 課題 

総務・人財発部・教育開発部を中心に、学園全体で統一した内容が発信、管理されており特に問題なし。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適正に運営をしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

大塚委員（ブライダルヘアメイク＆ドレス科について）・大橋委員（ウェディングプランナー科について）・横矢委員：

特に大きな問題がなく了承が得られた。引き続き、コンプライアンスには十分留意して学校運営をするようにしてい

ただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４ 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ４ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ 



 

（３）教育活動 

① 課題 

担任メンバーに関しては、学園の研修に参加させていただく機会が多く、教務に役立てていることも多い一方で、授

業に入っていただいている教科担当の先生方に関して学校単位でしか研修を行えていない現状があるように感じ

る。 

 

② 今後の改善方策 

三幸学園のスケールメリットを生かして、名古屋地区全体で実施ができるか検討する。 

 

③ 特記事項 

特になし。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

山内副校長：研修について、アドバイスをいただきたい。 

横矢委員：高校では、参加していただけるよう日程を設け、みんなで実施できる機会を作ったことで多くの先生方に

参加してもらえた。専門でも実施できる機会を増やしてみてはどうか。 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
４ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
４ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか ４ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
４ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
３ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 



 

大橋委員（ウェディングプランナー科について）：研修に関しては、御校で実施している授業アンケートが指標になっ

てくるが、結果が良くない人も何が懸念で悪いかわかっていない可能性があるではないか。そのため研修の参加率

が悪いのでは。また、現場プランナーへ講話を行った際に多く出た質問は現場のプランナーが壁にぶち当たってい

ることについてで、「お客様の本音を聞き出す方法が知りたい」 「お客様との話の広げ方がわからない」という声が

多く、現場においても、受け身の接客になっていたり、人間力が乏しい（経験があっても関係なく）現場の力が下が

っている為、満足度があげられない現状であった。そのため、教員の方には、今から生徒に自主性を持てるような

取り組みをしていただきたいし、そのような研修を実施していただきたい。 

大塚委員（ブライダルヘアメイク＆ドレス科について）：今はオンラインの授業もあると聞いているので、技術系の教

員は特に苦手意識が高いと思われる。オンライン授業等、ツールの研修を実施するとよいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）学修成果 

① 課題 

冒頭でもお話したが、昨年度５パーセント以下目標ではあったが目標よりアップしてしまった状況。個別に対応する

生徒が増えてきた状況もあり、どこまで対応をすべきか出来る範囲でアドバイスをいただきたい。 

 

② 今後の改善方策 

生徒のクラスでの居場所を確保しつつ、モチベーションダウンの生徒を早期に発見し、個別フォローを早め早めに

実施していく。 

 

③ 特記事項 

特になし。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

大塚委員（ブライダルヘアメイク＆ドレス科について）：通信高校から入学する学生も増えていると思うが、あまり特

別に見すぎるのではなく専門学校が自分を成長させるチャンスだと伝えることも大事だと思う。 

大橋委員（ウェディングプランナー科について）：卒業生としっかりと連携が取れる状況にして、在校生に卒業生の

活躍を実際に見せて、卒業後のイメージをさせられるとよいのではないか。  

横矢委員：通信高校の学生は一人の時間が欲しいと感じる子が多いので、専門学校でもサイレントルームの様な 

壁に向かって座れる個人ルームがあると安心する子が多い可能性がある。検討いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ４ 

退学率の低減が図られているか ３ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ３ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ３ 



 

（５）学生支援 

① 課題 

高校との連携によるキャリア教育・職業教育の取組をより充実させていきたい。 

 

② 今後の改善方策 

キャリア教育は高校 3 年生ではなく、1 年生の時から実施をしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

横矢委員：早期に自分の将来を考えられる生徒は、高校卒業後の進路をしっかりと考えていて、しっかりと行

動できている印象があり、高校３年生になってやっと動く生徒は、なんとなく進路を決めている印象があるので、

高校としても早めにキャリア教育をしていきたいと考えている。  

大塚委員（ブライダルヘアメイク＆ドレス科について）・大橋委員（ウェディングプランナー科について）：今後も卒

業生と継続してつながりが持て、自分の将来にイメージが持てるようにしていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ３ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の生活環境への支援は行われているか ３ 

保護者と適切に連携しているか ４ 

卒業生への支援体制はあるか ３ 

中途退学者への支援体制はあるか ２ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ２ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ３ 



 

（６）教育環境 

① 課題 

教育環境はしっかり整備されているため、課題は特に無い。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適正な教育環境を整備していく。 

 

③ 特記事項 

特になし。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

大塚委員（ブライダルヘアメイク＆ドレス科について）・大橋委員（ウェディングプランナー科について）・横矢委

員：特に問題が無いと見受けられるので、継続して適正な教育環境を整備してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ４ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ４ 



 

（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

特に大きな課題はない。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適切な運営をしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

横矢委員：高校から見ても適性だと思う。今後も信頼できる募集を実施していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか 4 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 

入学選考は、適性に行われているか 4 

学納金は妥当なものとなっているか 4 



 

（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第３次中期計画（2023 年度～2027 年度）の初年度であり、ホームページ上に公開している。今後は

当該計画の達成状況等についても公開予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 



 

（９）法令等の遵守 

① 課題 

特に大きな課題はない。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適切な運営をしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

大塚委員（ブライダルヘアメイク＆ドレス科について）・大橋委員（ウェディングプランナー科について）・横矢委員：

特に問題が無いと見受けられるので継続して適正に実施していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ４ 

自己評価結果を公開しているか ４ 



 

（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

イオン様と連携したプロジェクトを継続していく。 

 

② 今後の改善方策 

新しい校舎もできたので、その校舎も活用し、社会貢献・地域貢献を行っていきたい。 

 

③ 特記事項 

特になし。 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

大塚委員（ブライダルヘアメイク＆ドレス科について）大橋委員（ウェディングプランナー科について）：今後の

活動を期待しています。 

 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

評価委員の皆様からは、自己評価は概ね適正であると評価をいただけた。学校関係者評価委員の方から意

見をいただくことにより、学校の健全な運営や改善につながるため、このような会だけではなく、引き続き都度、

ご意見を頂きたい。そして地域や業界から求められる、必要とされる学校になるため、今後も課題を把握し学

校運営をしていく必要がある。 

 

学校関係者評価委員会コメント 

毎年、参加させていただいているが、自己評価は概ね適正であると思う。システムはしっかりと構築されている

ので、さらにより良い学校づくりのために、より浸透・活用をして運営をしていただき、社会に貢献できる学校づ

くりを期待しています。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ３ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ２ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか １ 


